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沖縄から平和の波を広げるために

印刷して職員・学生
皆さんでご覧ください！

ご質問や[ K’s NEWS ]で紹介したい活動があれば、
右記の連絡先まで是非お願いします！

広報担当 下出 大貴
shimode.ti@fc.univcoop.or.jp

京滋・奈良エリア
学生事務局

[ 下出大貴 ]

私はPN!沖縄に参加した。学びを通して衝撃を受け、この想いを多くの人に伝え、平
和に関心を持ってもらいたいと思った。この体験を文章だけで伝えることは難しい。
しかし、ほんの少しでも伝えたいと思いレポートを記す。平和の波を広げるために。

[ 平和 ]

活動概要

私の想い

PN!沖縄は9/3-9/6に開催された。題材となるの
は沖縄戦や基地問題から考える平和について。
PN！は現地の祈念館での学習や、戦争体験者のお
話、実際のフィールドワークなどを通して自分の
五感を使って過去の事実を追体験、実感していく。
そして、仲間との感想交流などを通して、自分の
言葉にしながらアウトプットをする。最後に、平
和のためにどう行動を起こしていくかを宣言した。

私はPN！に来る前から沖縄戦や基地問題につい
て知っているほうだと思っていた。しかし、それ
は知っているだけであった。

犠牲者数という「数字」や戦争の悲惨さという
「言葉」から、あなたは実際に亡くなった人の顔
や体験をイメージできるだろうか。実感するとい
うことは難しい。

「戦争はいけない」という同じ言葉でもその想
いの重さは人それぞれである。そして、その重さ
はなにかの衝撃によって、その重さに変化が起き
た時に初めて気づく。しかし、平和とされる現代
においてその衝撃は自ら関心を持ち、行動を起こ
さない限り起こることは少ない。つまり、それが
「当たり前」になる。だが、今が「当たり前」で
あると考えることをやめれば、いつの間にかその
当たり前は崩れ去る。私たちは歴史から学ばなけ
ればならない。

私はPN！で考え続ける大切さを学んだ。基地問
題では様々な立場の人に立って考えれば考えるほ
どモヤモヤしてわからなくなった。あなたは、基
地問題についてどれだけ知っているだろうか。そ
してどのように考えているだろうか。沖縄の問題
は僕らのみんなの問題だ。

最後に、PN！で紹介され感動
した、「わたしのせいじゃない」
という絵本を紹介する。

私は沖縄から広がる平和の波
を広げていきたい。そして、あ
なたにもその一員になってほし
い。共に平和を考えませんか。

あなたは沖縄からどんな平和を考える？

TOYAMA ISHIKAWA FUKUI SHIGA KYOTO NARA OSAKA HYOGO WAKAYAMA

△ フィールドワークのガイドの様子

△ 平和の礎と平和の火

△ グループワークと平和宣言
△ 絵本朗読QRコード


